
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

421 421

救命講習会
（部局運営方針のとおりR12年
度末までに受講者40,000人と
する）
　・受講者数　1,700人/年

実績等による

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

　令和４年度は新型コロナウィルス感染症の影響により、講習会の開催数が減少したが、コロナ禍以前に戻りつつある。
　新型コロナウィルスの感染症法上の分類移行や、ボールパーク開業に伴い各種救命講習会の増加が見込まれるため、受講者ニーズに合わせた講習会を
開催し、救急車が到着するまでの応急手当により、救命率の向上を図る必要があることから現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

救
急
課

応急手当普及啓発事
業

救急車が到着するまで重篤な傷病者に対
して迅速・的確な応急手当ができる市民
（バイスタンダー）を養成するため、AED
の取扱いを含めた救命講習会を開催し救
命率の向上を図る。

救命講習会
　講習回数　107回
　受講者数　1,691人
　（内訳）
　普通救命講習　52回
　　　　　　　　787人
　上級救命講習　1回
　　　　　　　　10人
　入門コース　　15回
　　　　　　　　364人
　その他　　　　39回
　　　　　　　　530人

　定期講習会
　講習会数　9回
　受講者数　50人

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 3 だれもが安全に暮らせるまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 3-2 消防・救急体制の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 3-2-3 救急救命体制の充実
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1,340 1,340

【救急救命士病院研修】
①就業中病院研修×12人
(内訳)運用救命士-指導(的)救
命士＝12名
②就業前病院研修×2人
③指導的救急救命士研修×1人
(救急救命士資格取得表によ
る)

【救急救命士資格取得】
④MC講習×5人
(救急救命士資格取得表によ
る)

【救急救命士教育】
⑤救急活動事後検証
(2回/月＝24回/年)
⑥石狩後志研修会(4回)
⑦事例研修会×25人
(研修会×5人×5回/年)

実績等による

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 3 だれもが安全に暮らせるまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 3-2 消防・救急体制の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 3-2-3 救急救命体制の充実
事業を休止や終了とするもの

担
当
課

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

　令和4年度は、中止となっていた病院実習が段階的に再開となり、就業前及び就業中病院研修や指導的救急救命士研修において、概ね評価基準値に達
した。今後も病院研修等に加え、専門的知識及び高度な技術を有する各種認定救急救命士を養成し、知識と技術の向上を図るため現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

救
急
課

救急体制強化事業

医師による事後検証や病院実習等を通し
て救急隊員の資質向上に努め、救急活動
中は医師の指示で救急救命士が特定行為
（薬剤投与等）を円滑に実施することに
より救命率の向上を図る。また、指導的
立場の救急救命士を養成し救急現場技術
の向上を図る。

救急救命士研修
①就業中病院研修×11人(12人
中)
②就業前病院研修×2人
③指導的救急救命士研修×1人
④ＭＣ講習×5人
⑤救急活動事後検証(16回、127
人)
⑥石狩後志研修会（2回、22人）
⑦事例研修会（5回、28人）

現状継続 現状継続


